
1-1-9 ダクト系音源の音響出力測定法に関する基礎的検討*
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ポー ト音響方程式

Fig.1の2ポー トダクト要素の上で述べ

る.各ポー トの音圧,粒子速度 とダクト

要素の音響特性 との関係は理論的に,

(,誌p-[:II:::](uuiH ffi) (1,

ここで,ポー ト番号をを代表 して添字 i

(および j)で表すものとして,piおよび

uiはそれぞれ音圧および粒子速度,Zijは

ダク ト要素の固有インピーダンス要素,

fiは,対象要素固有の駆動音圧である.

場の量 として正 ･逆方向進行音波音圧,

十
pi,pi,を選ぶならば,式(1)から

(pj;〉- (2,

ただし, Pi:固有反射係数,Ti:第iから第

jポー トへの固有透過係数,fl･･iE動進行

波音圧やある.また,ダクト断面積をSi

,空気の固有音響インピーダンスをZaとす

れば,それぞれの進行波の音響パワおよ

びネット実効音響パワWiは,

wl = silplI2/(2za,,W;-sit,]2/(2 za,,

wf･ -silpf12/(2 za)
wi-R e (siu･iPi/(2za))-wl-wi (3 )

3. ダクト系要素の音響特性測定法

式(1)の6つの音響特性値を求める際,

能動特性の外部にたいする独立性の仮定

を要求しない受動 ･能動特性 2段階測定

法【21を導入する.まず受動特性は,測定

対象要素外部に配置 したスピーカ等から

テス ト信号を供給 し,全ポー トの音圧に

ついて,スピーカⅠをオン,スピーカⅠⅠを
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Fig.1Testarrangementforacousticpropenydeterminationofatwoportcomponent.
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Fig.2Sourcepassiveproperties,intermsofmagnitudeof
characteristictransmissionandreflectionfactorsoftwoport
一oudspeakerconfigulation

オフの場合 とその道の場合 との2通 りの

測定により,式(1)について互いに独立な

2組の方程式群を得る.全部で4つの方

程式から未知量である4つのZij(または

Piおよび句 を定める.つぎに,能動特性

はスピーカへの信号をオフとし,送風機

の発生音に起因する音圧 ･粒子速度を測

定する.すでに受動特性が得 られている

から,式(1)により.各ポー トの駆動音圧fi

が陽的に求められる.

4. 測定結果

受動特性の測定結果例 としてTiおよびPi

の絶対値 を｡ig.2に示す.lp頼｣でポー トⅡ
(スピーカ裏面)からの入射波の方がポー

トⅠ(スピーカ正面側)からのそれよりもエ

ネルギ散逸が大きい.

駆動音圧 fiをFig.3に示す.このfiは平面

波伝播により移動 して膜面近傍の検査面で

評価 したものである.fiは音響負荷に独立

とみてよい.また,両ポー トの駆動音圧 fI

とfHは,円盤ピス トンの場合,その近傍に

おいて理論的に大きさが等･しく逆位相 とな

るが,スピーカ膜面近傍でみた駆動音圧は

それに近い.一万,.Fig.4に音響パワの例を

示す.この場合ネットパワWiは,駆動パワ
f+

wiに比較して5dBほど小さく,駆動パワの

大半がスピーカ近傍で散逸 している.

5. まとめ 無反射端末を用いるこ

となく,音源要素の駆動音圧のダクト内

観測する手法を示し,実験によりその安
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当性を確認 して音響発生機構などを調べ

る上での有用性の一端を示した.
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